













編 輯 主 幹 堀 場 信 吉(京 都)
鮫 島 實 三 郎(東 京〉
第 十 七 卷
昭 利 十 八 年
(1943)
日 本 物 理 化 學 研 究 會
京都帝國大學理學部物理化學研究室内
物 理 化 学 の 進 歩Vol.17No.6(1943)
物理化學の進歩 第十七卷(.昭和十入年)目次
一




有機置蘇 あ反慮性への影響(剃 報)一・撒 ベンゼン1唹 ける方位
李 泰 圭3
效果 李 泰 圭16












小 野 宗 三 郎115
觸媒 の被一,:,ｵ現貌 の研究(第2報)Pd線 上の酸素水素反應 に對す る ラ ノ
リン・ビースワツ クス・グ')一ズ蒸 氣のN=作用 小 野 宗 三 郎 ・145






長 谷 川 繁 夫153
萩 原 篤 太 郎
{繍 篳 汞167
噛











































高壓化學實驗鞍置の設計に就 て 供 の一)久 釆 泰 三
液體巾の氣體の溶解(其 の一)}:..水 渡英二 ・戸川治之譯
液體中の氣覆の溶解(共 の二)水 渡英二 ・戸川治之譯
化學反應の中間段階の效の決定_松 山 秀 雄 譯
混合氣膃の組成と其の爆發限界 荒 木 義 男
炭化フk紫反anの動力學(其 の一).水 濁 英 二
炭化水素反應の動力學(其 のこ)・ 水 渡 英 二











萩 原 篤 太 郎143
水 渡x二145
綜 合 講 溯
巾間子に就て 湯 川 秀 樹.135
我國に於ける物理化學研究の抄録(歌文) Al,Ali,A31
闘
